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１ 研究主題,研究内容・方法等について 

 

（１）研究主題    確かな資質・能力を育む学びの創造 

～国語科「読むこと」の単元構想「考えの形成」及び「共有」に焦点化して～ 

 

（２）主題設定の理由 

  本校では，学校教育目標を「『今日も学校に来てよかった』と思える学校づくり」とし，

児童が主体的に学び合い，「わかった，できた，よかった」を日々実感できる学校づくりを

目指して取組を進めている。また，本校において育成したい資質・能力を「課題発見・解

決力」「論理的思考力・表現力」「協働の力」「実践力」とし，様々な教育活動を通して育成

していくことを目指している。 

一昨年度より研究教科を国語科とし，「読むこと」において，付けたい力を明確にし，

単元構想の工夫を行った授業づくりを中心とした研究を進めてきた。単元を構想する際に

は，「単元で取り上げる指導事項の確認」を始めとし，「単元の目標と指導事項の設定」，

「単元の評価規準の設定」，「単元の指導と評価の計画の決定」，「評価の実際と手立ての

想定」を授業づくりの視点および方法とした。 

昨年度は言葉による見方・考え方を働かせる授業づくりとして，論理的思考・表現の

ツールである「三角ロジック」を用いた学習活動を行った。「根拠・理由・主張の３点セ

ット」を軸に思考する学習活動を充実させていくことで，言葉による見方・考え方を働か

せたことを価値づけし，学んだことを活用することを意識させた。 

その結果，「根拠や理由を明確にして，自分の考えを伝える（主張）ことができる」児

童の割合が，75.4％から 90.1％に向上し，単元末テストの結果は目標値であった低学年

85％，高学年 80％の設定得点率を 80％以上の児童が達成することができたなど，児童・

教職員アンケートや学習状況から一定の成果を得ることができた。しかし，教材文の内容

等をもとに自己の考えを形成することが難しい点や，知識及び技能の力がその後の学習に

生かされていないという点について課題が残った。 

小学校学習指導要領国語編によると，「言葉による見方・考え方を働かせる」とは，「児

童が学習の中で，対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着

目して捉えたり問い直したりして，言葉への自覚を高めることであると考えられる。」と

ある。さらに「様々な事象の内容を自然科学や社会科学等の視点から理解することを直接

の学習目的としない国語科の学習においては，言葉を通じた理解や表現及びそこで用いら

別紙参考様式２ 



れる言葉そのものを学習対象としている。このため，『言葉による見方・考え方』を働か

せることが，国語科において育成を目指す資質・能力をよりよく身に付けることにつなが

ることとなる。」とある。課題解決のために働かせた「言葉による見方・考え方」を児童

により意識させる授業を行っていくことにより，確かな資質・能力を育成することにつな

がるものと考える。 

そこで今年度は，昨年度までの研究成果をベースとしながら，国語科「読むこと」の

単元構想「考えの形成」及び「共有」に焦点化し，育成すべき資質・能力をよりよく身

に付けさせることにつなげていきたいと考え，研究主題を「確かな資質・能力を育む学び

の創造～国語科「読むこと」の単元構想「考えの形成」及び「共有」に焦点化して～」と

して研究を進めていくこととした。 

 

（３）研究仮説 

国語科「読むこと」の単元構想「考えの形成」及び「共有」における学習において，

言葉による見方・考え方を働かせる授業づくりを行えば，育成を目指す資質・能力がより

よく身に付くであろう。 

 

（４）研究内容 

〇 次の２点については，昨年度の研究成果を踏まえ，継続して取り組むことで一層の充

実を図る。 

①  付けたい力を明確にした単元構想 

単元を構想する際，「単元で取り上げる指導事項の確認」を始めとし，「単元の目標と言

語事項の設定」，「単元の評価規準の設定」，「単元の指導と評価の計画の決定」，「評価の

実際と手立ての想定」を授業づくりの視点および方法とする。 

②  三角ロジックを活用した学習活動の充実 

   論理的思考・表現のツールである「三角ロジック」を用いた学習活動を効果的に実施

する。「根拠・理由・主張の３点セット」を軸に「三角ロジック」を用いた学習活動を充実

させていくことで，言葉による見方・考え方を働かせたことを価値づけし，学んだことを

活用することを意識させていく。 

 

〇 言葉による見方・考え方を働かせる「読むこと」の授業づくりとしては，論理的思考・

表現のツールである「三角ロジック」を用いた学習活動を充実させていくことを中心に

授業研究を進めていくが，表現する力に課題がみられること，また，「知識及び技能」

の力が生きて働くものとして身に付いていなかったという結果となった昨年度の研究

結果を踏まえ，今年度は国語科「読むこと」の単元構想「考えの形成」及び「共有」に

焦点化して授業研究を進めていく。 

  国語科「読むこと」の単元構想「単元の構造と内容の把握」及び「精査・解釈」の段 

階では，教材文中から必要な情報を見付けてそれらを別の情報と結び付けたり，筆者の



主張と結び付けたりして読み取りを行うことができるようになってきた。整理した内容 

を「根拠」に自己の「主張」となる考えを適切な理由付けをもって形成し，共有すること，

そしてさらに自己の考えを深めていくことのよさに気付かせ，スパイラル学習によって他

者と自己の考えの共通点や相違点，根拠や理由付けの違いから考えを深め，表現していく

ことを意識させていく。 

なお，国語科に限らず全教科等の学習において，この「三角ロジック」を用いて自分の 

考えを説明するように指導を行っていくことで，本校で育成したい資質・能力の一つであ

る「論理的思考力・表現力」を汎用的な資質・能力として育んでいくことにつなげていく。 

 

（５）検証の方法及び指標 

２ 検証計画 

理論研究 授業研究 調査研究 

言葉による見方・考え方を働か

せる授業づくり 

・三角ロジック（根拠・理由・

主張の３点セット）を取り入れ

た「読むこと」の単元構想「考

えの形成」及び「共有」におけ

る授業づくり 

国語科「読むこと」の単元構想「考えの形

成」及び「共有」に焦点化した授業づくり 

① 付けたい力を明確にした単元構想 

② 並行読書を取り入れた言語活動 

③ 「見方・考え方」を育てる授業展開 

④ 三角ロジックを用いた学習活動の充実 

国語科における実態調査と分析 

・意欲 

・学び方 

・到達度 

検証方法及び指標 

・教職員アンケート ・授業観察表 

・ノート，ワークシート等 

 

・児童アンケート（4，12月） 

・ノート，ワークシート等 

・単元末テスト 

・標準学力調査 

検証の視点 方法 検証の指標 検証の視点 時期 

① 児童は根拠を明確にして自

己の考えを形成し，適切な

理由付けをして共有できて

いるか。 

授業観察・ノート 

・ワークシート 
教師による評価 肯定的評価 80％以上 

４月に実施

後，各学年の

授業研究後

に実施 児童アンケート 児童による自己評価 肯定的評価 80％以上 

② 言葉による見方・考え方を

働かせる授業づくりによ

り，授業のねらい及び単元

のねらいを達成できていた

か。 

授業評価表 
研究授業における 

相互評価 

肯定的評価３以上 

（４段階評価） 

ノート 

ワークシート等 

ノート，ワークシー

トの記述内容 

評価基準B以上を達成

する児童の割合 80％

以上 

各学年の授

業研究後に

実施 

③ 言葉による見方・考え方を

働かせる授業づくりによ

り，「知識・技能」の力が生

きて働くものとして身に付

いているか。 

単元末テスト 

 

 

 

標準学力調査 

国語科 

 

学力評価 

設定点数到達率 80%を

達成する児童の割合

80％以上 

 

「読むこと」の正答率

が目標値以上を達成

する児童の割合 60％

以上 

４月及び 12

月に実施 

 

 

12月に実施 



３ 校内研修計画 

 

４ 研究公開の予定について 

  なし 

   

月  研修内容 

４ 〇研究主題・目指す子ども像について 

〇言葉による見方・考え方を働かせる学習活動の充実に関わる取組『国語科「読むこ

と」の単元構想「考えの形成」及び「共有」について』確認 

５ 〇児童の実態調査・分析及び考察 

〇言葉による見方・考え方を働かせる学習活動の充実に関わる取組『国語科「読むこ

と」の単元構想「考えの形成」及び「共有」について』理論研修 

〇全国学力テスト問題分析 

〇単元構想シートの作成，指導案の書き方，他教科の取組について 

６ 〇研究授業を見る視点と協議の進め方について 

〇教材研究，単元構想シート及び指導案の作成 

〇研究授業に向けた模擬授業（１学級） 

７ 〇研究授業及び事後指導（１学級） 

〇次回以降の研究授業について 

８ 〇教材研究，単元構想シート及び指導案の作成 

〇NRT 学力分析結果交流 

９ 〇研究授業及び事後指導（２学級） 

１０ 〇研究授業及び事後指導（特別支援学級） 

〇研究授業及び事後指導（２学級） 

１１ 〇研究授業及び事後指導（１学級） 

１２ 〇児童の実態調査・分析及び考察 

〇紀要の作成について 

１ 〇CRT結果分析 

〇紀要の作成 

〇年間の取組の振り返りと検証 

２ 〇今年度の成果と課題 

〇来年度の研究の方向性 


